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ぼく、ハスカップ王子。
これからハスカップの
説明をするよ。
よろしくね！

胆振は、右の図のように北海道の中

央南部にあります。

そして、豊浦町、洞爺湖町、壮瞥町、

伊達市、室蘭市、登別市の区域を西胆

振地域、白老町、苫小牧市、安平町、

厚真町、むかわ町の区域を東胆振地域

と呼んでいます。
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調べてみよう、東胆振地域のハスカップ。

あざやかな四季、そして広大な大

地、きれいな水と空気、私たちは、

この北海道で暮らしています。

そして、広大な北海道の各地域で

は、それぞれ異なった自然環境、

文化、歴史などを持ち、その地域な

らではの特徴があります。

東胆振地域では、毎年、７月にな

ると、右の写真のように、ハスカップが実るのです。

ハスカップは、東胆振地域には、たくさん自生していて、日本で、ただ１ヶ所の群

生地だといわれていました。そして、郷土の味として、親しまれていました。 そん

な、ハスカップについて、もっと詳しく学んでみましょう。

ハスカップを見たことある？
実の大きさは、1～1.5cmぐらいだよ。

さわってみると、皮はうすくてプヨプヨしている。

中身は、とってもジューシー。

皮ごと食べられて、甘ずっぱいんだよー。

＜まめ知識＞

ハスカップという言葉は、アイヌ語のハシカプに由来していて、「枝の上に

たくさんなるもの」という意味があります。

植物の名前は、「クロミノウグイスカグラ」または「ケヨノミ」とされています。
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ハスカップの自生地の分布。

＜まめ知識＞

シベリアとは、ロシアのウラル山脈より東側の北アジア、東アジアの地域の

呼び名です。

ここでは、タイガと呼ばれる広大な森林が広がっています。

苫小牧の植物を研究していた中居正雄さんは、

１９７８年、バイカル湖周辺の街、ブラーツクに訪れ、

そこで、ハスカップを見つけたんだ。これが、その時

の写真だよ。

２

地図：総務省統計局・統計研修所ホームページより
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写真：「中居正雄著（とまこまいの植物）苫小牧民報社発行より」

ハスカップは、北方系の植物で、その自生地は、シベリア、中国東北部、樺太、

千島列島などで、日本では、本州中部の標高の高い山から、北海道に分布して

います。
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北海道での自生地の分布。

北海道での自生地は、２つのタイプに分けることができます。

一つは、湿原とその周辺で、勇払原野、釧路湿原、霧多布湿原、別海町周辺、

大樹町などで見られ、もう一つは、標高の高い高山帯から亜高山帯で、大雪山、

知床、美幌峠などで見られます。

北海道での自生地は、北海道全体に散らばっています。

その自生地のなかでは、特に東胆振地域の勇払原野には、たくさんのハスカッ

プが自生していて、日本で、ただ１ヶ所の群生地だといわれていました。

＜まめ知識＞

植物の分布は、標高とともに変化していきます。標高が

低い方から、低地帯、山地帯、亜高山帯、高山帯と呼び

ます。

亜高山帯までは、森林は育ちますが、高山帯では、森

林が育たず、高山植物が多く見られます。

高山帯

亜高山帯

山地帯

低地帯
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左図の色のついているところが、

ハスカップが自生しているところです。
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勇払原野とハスカップ。

１９２０年代（昭和初期）、現在

は、苫小牧の市街地になってい

るところにも、ハスカップの群生

地は、たくさんあり、その実は、

古くから、生で食べるほか、砂糖

漬け、塩漬け、焼酎漬けなどの

保存食として利用されてきました。
かつての勇払原野の風景を残す美々川支流ペンケナイ川上流部

その後、ハスカップの甘ずっぱい味を生かしたお菓子も製造され、販売されるように

なり、１９５０年代には、自生のハスカップを摘みに行く人がたいへん多くなりました。

昔は、こんなスタイル
で、ハスカップを取りに
行ったんだって。

４

写真：「中居正雄著（とまこまいの植物）苫小牧民報社発行より」

絵：「Small Town Talk  T  1980.6.25より」
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左の図のように、北海道の中央よ

り、やや西側の苫小牧やその周辺～

太平洋に至る一帯を勇払原野と呼ん

でいます。

勇払原野には、かつて、ハスカップ

の群生地が広がっていたそうです。

図：ウトナイ湖サンクチュアリーネイチャーセンターホームページより

たい へい よう いた いっ たい ゆう ふつ げん や よ

ゆう ふつ げん や

ぐん せい ち

あま





 


 


北海道のポリシーに従い、ファイルをブロッ


クしました。インターネット接続系メールシ


ステムにてファイルを確認してください 


 


The file was blocked in adherence to the organization’s policy: 
The file was determined to be fake, since its extension did not 
match its true type. 


Item Hash: 
    1678cc1ef35fea82c2a8cac51a15367e9b14de695c7f349256593bfc781a2b0a 


Item ID: 
    88232843-a160-4ba8-9443-c78e362b0825





